




















































   ＜研究目的２：教育実習前後の教育実習生の意識変容＞ 
⑧ 教職、子どもに対する意識（３項目） 
⑨ 体育授業を教えることの心配（18 項目） 
   ＜研究目的３：教育実習生からみた教員養成での指導の必要性＞ 




的な設問を加えた 18 項目で構成した。 ⑩の調査項目については、木原ら（2004）の研究
で適用していた項目に「授業改善のための方法や授業観察、授業分析の仕方」という項目
を加えた 18 項目で構成した。 
２． 調査対象 
（１）小学校教育実習生への調査 
2003 年 9 月から 11 月にかけて、中国四国地区の大学注 1）での小学校教育実習に参加し
た学生を対象に調査を実施した。教育実習の前後の調査を通して有効な回答が得られた
314 名を分析対象とした。その内訳（特徴）は、表 1-1～5 のとおりである。 
２） 中学校教育実習生への調査 




表 1-1 小学校実習生の大学  表 1-2 性別  表 1-3 実習生の学年 
  人 (%）    人 （%)   人 (％) 
A 大学 66 (21.0)  男子 72 (22.9) ３年生 268 (85.4) 
B 大学 66 (21.0)  女子 242 (77.1) ４年生 19 (6.1) 
C 大学 54 (17.2)       その他 27 (8.6) 
D 大学 50 (15.9)  表 1-4 教育実習の期間       
E 大学 48 (15.3)    人 (％） 表 1-5 配属学級 
F 大学 24 (07.6)  ５週間 48 (15.3)   人 (％) 
G 大学 6 (01.9)  ４週間 235 (74.8) 低学年 108 (34.4) 
計 314 (100)  ３週間 1 (0.3) 中学年 108 (34.4) 
  
    ２週間 30 (9.6) 高学年 98 (31.2) 
 
表 2-1 中学校実習生の大学 表 2-2 性別  表 2-3 実習生の学年 
  人 (%）   人 （%)   人 (％) 
A 大学 23 (21.0) 男子 32 (47.8) ３年生 38 (56.7) 
B 大学 7 (21.0) 女子 35 (52.2) ４年生 28 (41.8) 
C 大学 17 (17.2)    その他 1 (1.5) 
H 大学 3 (15.9) 表 2-4 教育実習の期間    
E 大学 5 (15.3)   人 (％）    
I 大学 5 (7.6) ５週間 5 (7.8)    
J 大学 7 (1.9) ４週間 49 (76.6)    










 表 3-1、図 1-1 は、小学校教育実習で実際に指導した授業数（全教科）を尋
ねたものである。 0 時限が 0.0％、1 時限が 2.5％、  2 時限が 1. 9％、 3～4 時限
が 27.1％、5 時限以上が 68.5％で、教育実習生の大半は何らかの授業を３回以
上は経験していた。  



































表 3-1 小学校教育実習での  
指導時数（全教科）   
  人 (％）  
０時限 0 (0.0)  
１時限 8 (2.5)  
２時限 6 (1.9)  
3〜4 時限 85 (27.1)  
5 時限以上 215 (68.5) 図 1－1 小学校教育実習での指導時数（全教科） 
 
表 3-2 小学校教育実習での  
指導時数（体育）   
  人 (％）  
０時限 180 (57.3)  
１時限 89 (28.3)  
２時限 32 (10.2)  
3〜4 時限 6 (1.9)  
5 時限以上 7 (2.2) 図 1－2 小学校教育実習での指導時数（体育） 
  
表 3-3 小学校教育実習での  
指導計画への参加   
  人 (％）  
０時限 164 (53.6)  
１時限 79 (25.8)  
２時限 19 (6.2)  
3〜4 時限 15 (4.9)  
5 時限以上 29 (9.5) 図 1－3 小学校教育実習での指導計画への参加 
 
     
表 3-4 小学校教育実習での  
体育科指導案の作成   
  人 (％）  
０時限 176 (57.5)  
１時限 96 (31.4)  
２時限 21 (6.9)  
3〜4 時限 7 (2.3)  
5 時限以上 6 (2.0) 図 1－4 小学校教育実習での体育科指導案の作成 
     
表 3-5 小学校教育実習での  
体育授業の観察   
  人 (％）  
０時限 27 (8.9)  
１時限 32 (10.5)  
２時限 42 (13.8)  
3〜4 時限 57 (18.7)  
5 時限以上 147 (48.2) 図 1－5 小学校教育実習での体育授業の観察 
     
表 3-6 小学校教育実習での  
体育授業の反省会   
  人 (％）  
０時限 137 (44.8)  
１時限 66 (21.6)  
２時限 34 (11.1)  
3〜4 時限 44 (14.4)  
5 時限以上 25 (8.2) 図 1－6 小学校教育実習での体育の反省会 
  
表 4-1 中学校教育実習で  
の保健体育の指導時数   
  人 (％）  
０時限 0 (0.0)  
1〜3 時限 4 (6.3)  
4〜6 時限 26 (40.6)  
7〜9 時限 18 (28.1)  
10 時限以上 16 (25.0) 図 2－1 中学校教育実習での保健体育の指導時数 
  
     
表 4-2 中学校教育実習で  
の指導計画への参加   
  人 (％）  
０時限 0 (0.0)  
1〜3 時限 7 (11.1)  
4〜6 時限 36 (57.1)  
7〜9 時限 11 (17.5)  
10 時限以上 9 (14.3) 図 2－2 中学校教育実習での指導計画への参加 
     
表 4-3 中学校教育実習で  
の学習指導案の作成   
  人 (％）  
０時限 0 (0.0)  
1〜3 時限 15 (23.4)  
4〜6 時限 33 (51.6)  
7〜9 時限 9 (14.1)  
10 時限以上 7 (10.9) 図 2－3 中学校教育実習での保健体育科指導案の作成 
     
表 4-4 中学校教育実習で  
の体育授業の授業観察   
  人 (％）  
０時限 0 (0.0)  
1〜3 時限 1 (1.6)  
4〜6 時限 3 (4.7)  
7〜9 時限 12 (18.8)  
10 時限以上 48 (75.0) 図 2－4 中学校教育実習での保健体育の授業観察 





  人 (％）  
０時限 0 (0.0)  
1〜3 時限 10 (15.9)  
4〜6 時限 12 (19.0)  
7〜9 時限 13 (20.6)  










































   
表 5-2。中学校教育実習での体育に関する情報源

























表 6-1  教育実習生の教職に対する意識の変容（小学校教育実習生）  
  実習前 実習後 
項目 平均 (SD） 平均 (SD） ｔ検定 
1.教師になりたいと思っている 4.00 (1.11) 4.06 (1.10) 1.38   
2.教師に向いていると思う 2.98 (0.91) 3.02 (0.94) 0.80   
3.上手く子どもと関わることができる 3.41 (0.82) 3.50 (0.86) 1.72   
 
表 6-2  体育授業を教えることの心配の変容（小学校教育実習生）   
  実習前 実習後 
  平均 (SD） 平均 (SD） ｔ検定 
A.子どもが安全に運動できる  3.90 (1.00) 4.11 (0.96) 3.36 ＊ ＊ ＊
B.運動の苦手な子どもへの配慮ができる  3.90 (0.96) 4.16 (0.95) 4.41 ＊ ＊ ＊
C.どの運動を教えるべきかを理解している  3.74 (0.95) 3.74 (0.91) 0.16   
D.学校の体育にかかわる行事予定を理解している 3.23 (0.99) 3.00 (1.01) -2.86 ＊ ＊  
E.子どもが私の授業を好意的に評価してくれる  3.95 (0.90) 3.66 (0.97) -4.13 ＊ ＊ ＊
F.自分が模範を示せない種目の運動を教える  4.26 (1.04) 4.10 (1.05) -2.60 ＊ ＊  
G.授業中に一人一人の子どもを把握できる  4.11 (0.88) 4.26 (0.90) 2.47 ＊  
H.子どもの行動をコントロールできる 3.94 (0.89) 3.96 (0.93) 0.15   
I.今 の 自 分 で は 子 ど も た ち に 悪 い 影 響 を 与 え て し ま う  2.99 (0.95) 3.03 (1.06) 0.65   
J.子どもたちの運動のつまずきを診断できる  3.83 (0.89) 3.88 (0.93) 0.90   
K.体育用具の準備や体育施設の管理ができる  2.87 (1.00) 2.96 (0.98) 1.53   
L.教師に認められ受け入れられる 3.76 (0.94) 3.38 (1.02) -6.10 ＊ ＊ ＊
M.各種目に必要な運動技能を指導できる  3.99 (0.94) 4.01 (0.91) 0.29   
N.子ども同士の協力的な関係をつくる 3.31 (1.00) 3.64 (1.03) 4.48 ＊ ＊ ＊
O.学校の教員の前でうまく行動する 3.60 (1.03) 3.29 (1.08) -4.90 ＊ ＊ ＊
P.運動技能を向上させる指導ができる 4.01 (0.88) 4.02 (0.85) 0.12   
Q.いろいろな子どもたちのニーズに合わせる  3.81 (0.94) 3.98 (0.87) 2.66 ＊ ＊  
R.よい体育授業ができる  4.21 (0.85) 4.12 (0.88) -1.42   
（＊P＜.05 ＊＊P＜.01 ＊＊＊P＜.001）
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
図 3-1 体育授業を教えることの心配の変容（小学校教育実習生） 
 
  
 一方、教育実習前の段階で心配の低かった項目は、「K.施設管理」（ 2.87）、「 I.
子どもへの悪影響」（ 2.99）、「D.行事理解」（3.23）で、教育実習後も同様に「K.























表 6-3  教育実習生の教職に対する意識の変容（中学校教育実習生） 
  実習前 実習後 
項目 平均 (SD） 平均 (SD） ｔ検定 
1.教師になりたいと思っている 3.93 (1.29) 4.09 (1.22) 1.64   
2.教師に向いていると思う 3.13 (1.00) 3.34 (0.88) 1.98   
3.上手く子どもと関わることができる 3.64 (0.87) 3.94 (0.75) 3.08 ＊＊
（＊＊P＜.01）
  
表 6-4  体育授業を教えることの心配の変容（中学校教育実習生）   
  実習前 実習後 
  平均 (SD） 平均 (SD） ｔ検定 
A.子どもが安全に運動できる  3.61 (1.07) 3.84 (1.07) 1.80   
  
B.運動の苦手な子どもへの配慮ができる  3.94 (0.95) 3.94 (0.97) -0.41   
C.どの運動を教えるべきかを理解している  3.31 (1.09) 3.22 (1.09) -0.19   
D.学校の体育にかかわる行事予定を理解している 3.18 (1.06) 2.78 (1.00) -2.21 ＊  
E.子どもが私の授業を好意的に評価してくれる  3.66 (1.07) 3.43 (1.06) -1.36   
F.自分が模範を示せない種目の運動を教える  3.84 (1.20) 3.94 (1.15) 0.73   
G.授業中に一人一人の子どもを把握できる  4.09 (0.90) 3.95 (0.92) -1.12   
H.子どもの行動をコントロールできる 3.78 (1.01) 3.88 (1.02) 0.72   
I.今 の 自 分 で は 子 ど も た ち に 悪 い 影 響 を 与 え て し ま う  2.52 (0.96) 2.47 (1.07) -0.22   
J.子どもたちの運動のつまずきを診断できる  3.46 (0.89) 3.38 (0.98) -0.46   
K.体育用具の準備や体育施設の管理ができる  2.46 (0.97) 2.41 (0.94) -0.41   
L.教師に認められ受け入れられる 3.27 (0.99) 3.02 (0.98) -1.51   
M.各種目に必要な運動技能を指導できる  3.45 (1.08) 3.55 (1.10) 1.01   
N.子ども同士の協力的な関係をつくる 3.04 (0.94) 3.19 (1.19) 0.94   
O.学校の教員の前でうまく行動する 2.91 (1.06) 2.62 (0.93) -1.44   
P.運動技能を向上させる指導ができる 3.40 (0.97) 3.42 (1.11) 0.37   
Q.いろいろな子どもたちのニーズに合わせる  3.52 (1.04) 3.66 (0.91) 1.03   
R.よい体育授業ができる  3.88 (1.07) 3.69 (0.91) -1.37   
（＊P＜.05）
       
       
       
       
       















 表 7-1、図 4-1 は、大学の授業での指導の必要性について教育実習を終えた
段階で実習生に尋ねたものである。小学校教育実習を終えた実習生から大学授
業での指導の必要性が高かった項目は、次のような項目であった。  
・ 「運動につまずいている子やできない子への指導や助言の仕方」（ 4.61）  
・ 「体育授業における安全確保の問題」（ 4.50）  
・ 「体育授業で多くの子どもたちを把握する方法」（ 4.42）  
・ 「体育授業での個人差への対応の仕方」（ 4.41）  




・ 「体育授業での教育機器（音楽や VTR など）の利用の仕方」（ 3.48）  
・ 「体育用具の準備や体育施設の管理の仕方」（ 3.67）  
・ 「体育やスポーツに関する専門的な知識」（ 3.73）  
・ 「運動の模範や見本を示せる実技力」（ 3.85）  
 
２）中学校教育実習生からみた指導の必要性  
 表 7-2、図 4-1 は、大学の授業での指導の必要性について尋ねたものである。
中学校教育実習を終えた実習生から大学授業での指導の必要性が高かった項目
は、次のような項目であった。  
・ 「運動につまずいている子やできない子への指導や助言の仕方」（ 4.66）  
・ 「運動の模範や見本を示せる実技力」（ 4.55）  
・ 「運動技能に関する知識（運動技能の発展や段階など）」（ 4.50）  
・ 「体育授業で多くの子どもたちを把握する方法」（ 4.48）  
・ 「体育授業における安全確保の問題」（ 4.45）  
・ 「体育やスポーツに関する専門的な知識」（ 4.42）  
・ 「子どもの主体的な学習の進め方や学び方の方法」（ 4.41）  
 一方、実習生から大学授業での指導の必要性が他の項目より低かったのは、
次のような項目であった。  
・ 「体育授業での教育機器（音楽や VTR など）の利用の仕方」（ 3.64）  
・ 「体育用具の準備や体育施設の管理の仕方」（ 3.67）  
・ 「体育科の目標や内容、評価などの基本的な知識」（ 4.08）  
 
表 7-1 小学校教育実習生からみた大学の教員養成での指導の必要性 
  平均 (SD） 
（1）運動の模範や見本を示せる実技力 3.85 (1.00) 
（ 2）体育科の授業計画や指導案の作成の仕方 4.16 (0.85) 
（ 3）体育授業における安全確保の問題 4.50 (0.68) 
（ 4）体育授業で多くの子どもたちを把握する方法 4.42 (0.76) 
（ 5）運動技能に関する知識（運動技能の発展や段階など） 4.22 (0.73) 
（ 6）子どもの主体的な学習の進め方や学び方の方法 4.41 (0.74) 
（ 7）体育授業での教育機器（音楽や VTR など）の利用の仕方 3.48 (0.94) 
（ 8）運動につまずいている子やできない子への指導や助言の仕方 4.61 (0.65) 
（ 9）体育科の目標や内容、評価などの基本的な知識 4.09 (0.79) 
（ 10）体育授業での個人差への対応の仕方 4.41 (0.71) 
（ 11）体育用具の準備や体育施設の管理の仕方 3.64 (0.90) 
（ 12）体育やスポーツに関する専門的な知識 3.73 (0.91) 
（ 13）授業改善のための方法や授業観察、授業分析の仕方 4.12 (0.79) 
   
   
  
表 7-2 中学校教育実習生からみた大学の教員養成での指導の必要性 
  平均 (SD） 
（1）運動の模範や見本を示せる実技力 4.55 (0.71) 
（ 2）体育科の授業計画や指導案の作成の仕方 4.34 (0.76) 
（ 3）体育授業における安全確保の問題 4.45 (0.64) 
（ 4）体育授業で多くの子どもたちを把握する方法 4.48 (0.67) 
（ 5）運動技能に関する知識（運動技能の発展や段階など） 4.52 (0.73) 
（ 6）子どもの主体的な学習の進め方や学び方の方法 4.41 (0.71) 
（ 7）体育授業での教育機器（音楽や VTR など）の利用の仕方 3.64 (1.01) 
（ 8）運動につまずいている子やできない子への指導や助言の仕方 4.66 (0.54) 
（ 9）体育科の目標や内容、評価などの基本的な知識 4.08 (0.84) 
（ 10）体育授業での個人差への対応の仕方 4.38 (0.75) 
（ 11）体育用具の準備や体育施設の管理の仕方 3.67 (0.93) 
（ 12）体育やスポーツに関する専門的な知識 4.42 (0.81) 
















  図 4-1 教育実習生からみた大学の教員養成での指導の必要性  
 



















・ 中学校教育実習では、実習後に有意に心配が増した項目はみられなかった。  
















新たな課題として生じていた。このことに関連して、2004 年 3 月に日本教育
大学協会から「教員養成の『モデル・コア・カリキュラム』の検討」が示さ
れ、そこでは大学１年生から４年生まで、「教育実践体験」「実践開発実習」
「教育実習」といった学校体験活動と大学の授業を連携させたカリキュラム
が提案されている。子どもと直接ふれあう実践経験や臨床経験を大切にしな
がら、３年次に実施される教育実習を核に教育体験活動や大学授業との連携
を具体化させた教員養成カリキュラムの体系化が問われている。  
 そして、もう１つは、「運動の模範や見本を示せる実技力」「運動技能に関
する知識」「体育やスポーツに関する専門的な知識」などの項目にみられた体
育教師としての専門性の問題である。体育教師教育プログラムに対して、小
学校教育実習生からは実技力や体育の専門的知識の指導をあまり求めていな
  
い実態が確認できた。この理由はいくつか考えられるが、例えば、小学校教
育実習での少ない実践経験からは、体育の専門性よりもいかに効率よく授業
を展開させるかといったマネジメントに関する課題や子どもをどう掌握し、
一人ひとりの子どもにどう対応するかといった子ども理解や個への対応に関
する課題を強く抱いたのかもしれない。あるいは、大学の講義や実技の授業
が、教育実習の指導で必要とされる知識や技能に本当に適合していたのかと
いった問題も考えられる。他方、中学校教育実習生からは小学校教育実習生
とは逆に実技力や体育の専門的知識の指導の必要性が強く求められていた。
今日、子どもたちの体力不足や運動能力の低下が問題になっているが、これ
らの諸問題に対応するのは体育教師としての確かな力量を養成段階から育ん
でいくことであろう。養成段階で身につけなければならない最低限の実践的
力量を明らかにするとともに、それらを確実に身につけることができる体育
教師教育プログラムの改善が求められる。  
 
注  
注１）小学校教育実習の調査では、次の大学から回答を得られた。（五十音順） 
 愛媛大学、岡山大学、島根大学、鳴門教育大学、広島大学、安田女子大学、
広島女子大学  
注２）中学校教育実習の調査では、次の大学から回答を得られた。（五十音順） 
愛媛大学、香川大学、高知大学、滋賀大学、島根大学、鳴門教育大学、広
島大学  
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